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2.1

2.2

海 人

海域環境 改善 向

と とのかかわり

の に けて

日本人 海 、古 水産・流通 、文化 交流 支 大切 場所 、人

自然 領域 中間点 、陸地 里山 同 人 自然 共生 場所

。 海 身近 遊 場 、生 共生 場所 、食料 肥料 確保 場所

人 密接 関係 保 、高度経済成長期 浅場 埋 立 等 人々 海 近付

、色々 社会的 問題 人 海 関 希薄化 。 、陸域 供給

栄養塩類 循環機能 低下等 海水中 栄養塩（窒素、 等） 損 、富

栄養化等 水環境 悪化 状況 見 、水産資源 含 生態系 劣化 進

状況 。 、近年 漁獲量 減少傾向 、漁業 従事 人口 減 。

、陸域 流出 海域環境 悪化 問題 。

、悪化 海域環境 改善 、海 、海 親 、海 体

感 、海 興味 持 、海 受 様々 恩恵 気 、海 大切 理解 始

必要 。 活動 行 、「里海」 考 方 提唱 （柳、平成 年、平成 年）。

里海 、「人手 加 生物生産性 生物多様性 高 沿岸海域」 定義

、健全 里海 、人 手 陸域 沿岸海域 一体的 総合管理 、物質循環機能

適切 保 、豊 多様 生態系 自然環境 保全 、私 多 恵 与

。

上記 、里海 定義 示 、 豊 里海 、森 川、 流 出 窒素

栄養塩 呼 植物 成長 欠 栄養分 支 。

栄養塩 少 、貧栄養 状態 、海 生物生産 基礎 植物

増 、 利用 海 生物 種類 個体数 低下 、海 生物 生産性 低

。 、 十分 成長 、漁業活動 影響 与 。 、豊 里

海 維持 一定量 栄養塩 循環（太 循環） 必要 。

、栄養塩 多 。栄養塩 植物 増殖

、増殖 植物 上位 動物 転送 （捕食 ） 、赤

潮 貧酸素化 海 環境 大 影響 現象 引 起 。赤潮 、植物

大量増殖 発生 、魚 死 水産業 影響 与 。死 赤潮

大量 海底 沈降 、海水中 酸素（溶存酸素） 使 分解 、

、貧酸素化 、海底 生物 生息 困難 溶存酸素 低下 、底生生物（

） 被害 与 、滑 物質循環 阻害 。

健全 海域環境 、植物 動物 小型 魚類、貝類 餌 、

大型 魚類 利用 、魚類 貝類 鳥 人間 利用 生態系 連鎖（長 循環）

にとって は くから をはじめ と を えてきた な であり

と の の にあるエリアでもあり でいう と じく と が する でもあ

る かつての は な び で きものとの する であり や を できる と

して と な を ってきたが における の め て により が に

けなくなるなど な な により と との わりが してきた また から

される の の により の りん のバランスが なわれ

により が した が られるとともに を む の が んでいる

となっている このため の は にあり に する も ってきている

また から するごみにより の も となってきている

このように した を するには にふれ に しむことで のすばらしさを

し に を ち から けている な に づき の さを することから める

がある この を うために という え が された

とは が わることにより と が くなった と されて

おり な は の で と が に されることによって

が に たれ かで な と を することで たちに くの みを えてくれ

るとしている

のとおり の を したが この かな は や まちから れ た やりんな

どの と ばれる の に かせない によって えられている

この が なすぎると といわれる になり の の となる プランク

トンが えず これを する の の や が することにより の の が

くなる また ノリが に できず にも を えることになる このため かな

を するためには の の い が となる

しかしながら が ければよいというものではない は プランクトンの をもた

らすが した プランクトンが の プランクトンに されない されない と

や といった の に きな をもたらす を き こすことになる は プ

ランクトンの によって し が ぬなど に を える んだ プランクトン

が に に すると の を ってバクテリアにより されるが この

とき という の の を にするほど が すると ベント

ス に を えるなど らかな を することになる

な では プランクトンが プランクトンや の の となり さらに

の に され や などが や に されるといった の い が
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図 里海 物質循環 ー
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必要 。 、 間 物質循環 滑 行 、 過剰 段階 生 生態

系 崩 、「太 ・長 ・滑 物質循環」（図 ） 実現 里

海 基本 。人々 対象 区域 部分 手 加 、 「太 ・長 ・

滑 物質循環」 実現 検討 、活動 行 大切 。

里海 活動 、保全・再生 「物質循環」、「生態系」及 「 」 保全・

再生要素 、活動 実践 「場」 「主体」 活動要素 構成 。図 示

、 構成要素 内容 、 組 合 多様 、海域 特性 応 柔軟

存在 可能 、今後、 海域 普及 可能 。特 「場」・「主体」

活動要素 入 特徴的 、単 海 空間 概念 、活動 生業 地

域 行動 根 持続的 取 組 期待 。

である また これらの の が らかに われないと どこかに な が じて

のバランスが れることになるので く く らかな を することが

の となる が となる のどの にどのような を えることが この く く

らかな を することになるかを し を うことが である

づくりの は される び ふれあい という つの

と を する と という つの により される に すよ

うに これらの つの の によって その み わせは となり の に じ

に することが で さまざまな への が である に という

つの が っていることが で に という の にとどまらず が や

における として ざすことで な り みが できる
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多様性・持続性

類型 活動 特徴
地 域 性 物

質
循
環

生

態

系
合活動 場

活動 主体
（生活 場）

流域
（山村）

流域＋漁村
流域
一体型

都市

都市 都市型

事業者（ 都市）

各地域
取 組

、程度
様々

（手 加 管理）
鎮守 海型

漁村 漁村＋流域、都市 体験型

漁村 漁村型

流域
都市
漁村

漁村＋流域＋都市 複合型

里海 、地先 狭 範囲 広域的 場所 行 、里海 方 地域 異

当然 、排他的 里海 定義 、人 海 関 合 中

地域 里海 定義 考 方 。

、自然 生産性 高 海域 、環境 保全 目的 行 自然観察会 調査

、自然 失 地域 場 干潟 再生活動 行 里海 考

。

里海 活動 場 活動 主体 類型区分 図 示 。

「里海」 考 方 「里地里山」 考 方 近 。

里地里山 、原生的 自然 都市 中間 位置 、集落 取 巻 二次林、 混在

農地、 池、草原 構成 地域 。農林業 伴 人間 働 通

環境 形成・維持 。里地里山 、特有 生物 生息・生育環境 、 、食料 木材

自然資源 供給、良好 景観、文化 伝承 観点 重要 地域 。

「里地里山」 落葉広葉樹 植 、 ～ 年 伐採 、燃料

炭、 栽培 用 。 、 落 葉 田 畑 肥料 一方 、樹液

求 、昆虫・鳥・小動物 利用 。 「里地里山」 人々

暮 自然生態系 調和 双方 持続可能 状態 保 、「人 保

豊 状態」 実現 考 方 。

の
ふ
れ

い
の

の
の

での
り みに

より
は

を えない
の

づくりは の い や な で われることがあり のあり が により

なって であることから に づくりを するのではなく と との わり いの で

その にふさわしい を するという え である

このため や が い では を する で う やモニタリング

も が われた でアマモ や の を うことも づくりとして えることができ

る

の の と の による を に した

の え は の え に いものである

とは な と との に し とそれを り く それらと

する ため などで される です などに うさまざま の きかけを じ

て が されてきた は の の として また や

など の な の の からも な とされている

にはコナラなどの が えられ それらは ごとに されて や

シイタケ などに いられてきた また それらの ち は や の となる で や

どんぐりを めて などがそれらを している このように では

の らしと が して が な が たれており がいるからこそ たれる

かな を しようという え がなされている

森・川・里・海 一体 、山林、河川、
市街地 活動 通 、昔 豊 沿
岸域 水環境 回復、市民 場

創出 活動。
都市 発展 地域 、埋 立 等

失 海 自然環境 再生 目的
、残存 干潟 藻場等 自然環境 活用

市民参加 活動。

都市開発等 伴 環境 与 影響 緩和・補償
、事業者 新 環境創出 取 組 活

動。

特定 島 海域 、一定 期間、人 出入 漁
業 制限 、神域的 位置 等 、
人 手 入 状態 、自然、生物 多様性
守 活動。

海 自然 多 市民 学
目的 、都市近郊 環境学習施設、漁村 、
環境 生 物 用 体験型学習 行 活動。

場 再生 創出、海底 回収 通
、漁業者 自 中心 、漁場環境 改善

取 組 活動。

地域 一部又 全体 対象 広域
活動 、様々 主体 協働 地域 環境

保全 目的 清掃・美化活動 取 組 活動。

を としてとらえ
などにおける を じて の かな

における の のふれあいの
などを する

として した において め て に
より われた の を することを
に する や の を した

による

に い に える を
するため が たな に り む

の や で の の りや
を し に づけること により
の が らない で の を
る

と について くの が びふれあうこと
を に の などで

や き を いた を う

アマモ の や のごみ などを
じて が ら となり の
に り む

の は を とするような にわ
たる で な の のもと の
を として に り む

+ ﾐﾃｨｹﾞｰｼｮﾝ型

－

図 里海 類型区分19 の
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2.3 里海 里地里山と
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「里地里山」 違 、「里地里山」 対象 山 対 、「里海」 対象 海域 限 、

後背 森 川、 含 広 空間概念 有 言 。

一方、里海 藻場 、海藻（草） 重要 資源 管理 、一部 刈 取

、活用 。 適度 刈 取 藻場 粗密 、生物 生息 環境

構成 言 。干潟 同様 、二枚貝等 採取 場 、人 手 利用 保全 図

。磯 、磯 生物 生息 環境 資源 維持管理 、転石 過

剰 生物 除去 行 、 日本 伝統漁法 海女 、沿岸域 住 人々

受 継 。

、里地里山 里海 考 方 大変近 部分 、「里地里山」 取組 対象 山 中

心 農地 居住地 対象 対 、「里海」 、水 様々 物質 最終的 流

下流端 位置 、海域 限 、海 生態系 大 関連 持 後背 森 川・

含 広 空間的 場所 対象 。

最近 沿岸海域 荒廃 一 要因 、人々 海 関心 希薄化 。里海

、地域 多 主体 沿岸域 、何 関 地域 主役

取 組 、参画 主体 、自立的、自主的 、決 他者 批判

、他者 強要 、結果 参画 主体 何 恵 受

大切 。

里海 事例 、最近全国各地 展開 「漁師 森 運動」

。気仙沼湾 養殖 営 漁業者 、赤潮 発生 磯焼 海域 環境変化 気 、湾

注 河川 上流 森 作 活動 始 。 、「森 海 恋人」 ー 生

有名 活動 。森 効果 検証 長 時間 思 、海 環境 改善

森 環境改善 大切 直感的 気 沿岸漁民 始 活動 。瀬戸内海

漁業者 森 活動 、兵庫県漁業協同組合連合会 中心 、平成 年 活動 介

。 活動 、森 団体 市民 協力 事業 進 。

他 、漁業者 行 里海 、岡山県日生町 漁業協同組合 場 再生 行

、漁場環境 回復 生物多様性 高 、漁業振興 図 活動 進 。

、山口県椹野（ ）川 流域 、森・川・海 一体 流域圏 活動 進

。海 活動 、河口干潟 再生 目指 、自然再生協議会 中心 調査 実験 行

。 、兵庫県赤穂海岸 、海域環境 再生 目指 、地元環境活動団体、住民 中心

再生活動 進 。

大分県 中津干潟 、 団体 、残 干潟 自然 大切 、陸域 海域 等 市

民 伝 、漁業者 協力 得 里海 活動 実施 。

他、瀬戸内海 各地 、海岸 生物調査・観察会、 場 保全・再生活動、干潟 保全・

との いは の が であるのに し の は に らず

その の や まちなども む い を するところと える

における では が な として されるとともに は り ら

れ されてきた このような な り りにより に ができ が しやすい が

されると われている も に の の として の により と が

られてきた においても の が しやすい づくりや の のために や

な の などを ってきたが これは の である など に む により

け がれてきた

このように と の え には い があり の の が を

とした や を としているのに し づくりは や な が に れ

つく に することから に らず の に きな を つ の や まちな

ども む い な を としている

の の の つの は の への の にあるといわれている づく

りにおいては の くの が とふれあい らかの わりをもっていく が となっ

た り みであるため するすべての が であり して を すること

なく に せず として するすべての が らかの みを けることができるという

ことが である

づくりの としては で されている の づくり をあげることが

できる でカキの を む が の や けなど の に づき

に ぐ の に を る を めた これが は の というキャッチフレ ズが ま

れた な である づくりの の には い がかかると われるが の を す

るためには の が であることに に づいた が めた である

における の づくり は が となり から を し

ている この には づくりをおこなっている や が して を めている

この に が っている づくりは の がアマモ の を う

など の により を め を る が められている

また ふしの の では が となった での が められて

いる の としては の を して を として や を っ

ている また では の を して が となっ

てアマモの が められている

の では が された や の さ と のつながり を

へ えるため の を ながら づくり を している

この の で における アマモ の の

2.4 里海 事例づくりの

11
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活動名称：赤穂海岸及 相生湾 自然再生 中心 里海 事業（兵庫県）

活動名称：漁業者 森 （兵庫県）

活動名称：海 流域 考 「世界 宝石―瀬戸内海」 磨 （岡山県）

び における を とした づくり

の づくり

ゴミから を える の を く

23

再生活動、海岸漂着物 清掃作業、生態系 維持 禁漁区 設定等、豊 里海 目指

活動 行 。

里海 関 詳 資料 、環境省 ー ー 里海 開設 、 参

照 。

赤穂海岸 千種川河口干潟及 相生湾 那波港 ー

、地元活動団体等 手 増殖活動 等 塩生

植物 保護・育成活動等 通 「里海 」 推進 、

地域 活動団体等 構成員 里海 協議会 立 上 、

等 自然再生、海岸 清掃等 実践活動 行 、

今後 向 里海 構想 検討 行 。 、学識者 専

門委員会 開催 自然再生 手法、住民参加 推進手法、

里海 構想等 検討 。

地域 活動成果 、地域活動団体等 意識醸成 図 、実践活動 結 。

豊 漁場 維持 上 森林 供給 陸水 重要 役割

果 認識 高 中、漁業者 植樹活動 全国

各地 展開 、「森 海 恋人」 合言葉 、兵庫

県 、漁協青壮年部及 漁協女性部 協力 、平成

年 植樹活動 開始 、平成 年 県下 箇所 延 約

名 参加 得 延 本余 植樹 行 。

、平成 年度 森 生育環境 整備 、“植樹”“

“育樹” 間伐 行 。

法人 ー ー ー 、「海 回収 処理

（体制 ）」 重要 、「海 発生

発生源 対策」 必要 着目 。瀬戸内海 美

、瀬戸内海流域 住民 連携 、地域 地域 ー

、「川 汚 」「森 育 」 、海～川～山

結 流域環境 保全・再生 推進 。

の の のための の かな づくりを し

た が われている

に する しい は のホ ムペ ジに ネットが されているので こちらも

していただきたい

の び の をフィ ルドとし

て の によるアマモの やシバナ の

の を じて づくり を するため

の を とする づくり を ち げ ア

マモ の のごみ の を うとともに

に けた づくり の を う また による

を してこれら の の

づくり について する

における として の を り に びつつある

かな を する で から される が な

を たしていることへの が まる の が

で されるようになり は の を に

においても び の のもと

より を し まで で べ

の を て べ りの を った

なお からは の の のため か

ら のための を った

グリ ンパ トナ おかやまは ごみを し

するシステム づくり が であるが ごみが しな

いよう への も と した を しくする

ために の と し と をネットワ キ

ングしながら を さない を てる など を

ぶ の を する

URL http: www env go jp water heisa satoumi

URL http: www env go jp water heisa satoumi _hyo html

URL http: www jf net ne jp hggyoren INDEX kanksige kankyou kankyou htm

URL http: www green partner org index php?umigomi

：

活動内容

［参考 ： ］

活動内容

［参考 ： ］

活動内容

［参考 ： ］

// . . . / / / /

// . . . / / / /07 .

// . - . . / / / / / .

// . - . / . 2009

里海 活動事例づくりの

11

18 6 1,800

2,000

19

６
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活動名称：関西国際空港 護岸 用 藻場造成（大阪府）

活動名称： 豊 流域 構想（椹野川 ）（山口県）

活動名称：広島湾・厳島神社 禁漁区（広島県）

の を いた

やまぐちの かな づくり モデル

の

24

活動内容

［参考 ： ］

活動内容

［参考 ： ］

活動内容

大阪湾 海域生物 生息環境 創出 貢献 、緩傾

斜護岸 海藻類着生用消波 、藻礁 等 用 藻場

造成 。

結果、砂泥質 海底 多年生 大型海草 主構成 岩礁

性藻場 安定的 出現 （大阪湾 藻場 約 ％ 相当）。 、

大阪湾 重要 生産 場 、誕生 稚魚 大阪湾 広域的

移動、分布 確認 。

上流域 森林 下流域 干潟 海 至 流域全体 捉

、流域 住民、事業者、関係行政機関 協働・連携 、山

口方式 流域 実情 応 特色 流域 進

「 豊 流域 構想」 作成 、推進 。

豊 流域 一環 、河口干潟等 再生 取組 効果

的 進 、自然再生推進法 枠組 活用 有

効 判断 、地域住民、 、学識者、行政機関 構成

「椹野川河口域・干潟自然再生協議会」 年 月 設立 、

地域 多様 主体 参画 合意形成 、産学官民 連携・協働

取組 進 。

広島県 宮島 厳島神社 、江戸時代（元禄年間）

禁漁区 沖合 海域 設定 。現在 、鳥居 内側 禁

漁区 設定 、生 物 採捕 。

、生態系 景観 損 （ 等） 除去活動 、神社

関係者 行 。

における の の に するため

に ブロック ブロック を いて

を した

その の に の が となる

が に した の の に また

の な の となり した が を に

することが されている

の から の や に るまでの を え

て の が しながら

として の に じた ある づくりを めるため

やまぐちの かな づくり を し している

かな づくりの として の の を

に めるには による みを することが

との から などで

する を に し

の な の による と の

による を めている

の にある では から

が の に されている も の は

に されており き の はできなくなっている ま

た や を なうもの アオサ の が

やその により われている

13

16

URL http: www fly kix jp about environment html

URL http: eco pref yamaguchi lg jp fushino

// . - . / / .

// . . . . /

NPO

H ８
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【解説：森・川・里・海 】

＜森 物質循環＞

のつながり

における

森 降 雨 、木 葉 多 積 土 、森 土 多 含 栄養分

川 流 込 。川 流 込 養分 多 水 、植物 増 、水生生物 動物

餌 、 、川 岸辺 生 水草 栄養分 、川 多 生

生活 支 。 、川 水 、田畑 作物 与 、人間 飲 水 一部利用

。一方 、川 水 、流 川底 石 削 、丸 、細 砂 状態 変 力

。 砂 、川底 積 、河口部 運 、大 干潟 作 。 干潟 、川

運 栄養分 吸収 発生 食 小 生 住 、 、

生 魚 海 生 鳥 人間 、食 物 利用 一連

大切 場所 。 、川 運 栄養分 、干潟 、多 海藻 育 藻場

、 藻場 小 生 、多 魚 集 。 、森・川・里・海

、森・川・里・海 機能 詳 説明 。

「森 海 恋人」 、森 川 海 物質循環 大 役割 果 。

森 中 落葉広葉樹 、根 土 中 大 張 、 根 土 中 栄

養塩 吸収 、光合成 行 。落葉広葉樹 、冬 落葉 森 中 明 、

下草 生 、降 雨 葉・

枝・幹 伝 根元 蓄

。地表 落 葉 幾重

重 、 中 生息

微生物 分解 、栄

養塩 土壌 肥

。川 流 出 栄養塩 川

生物 利用 。樹液 、

蝶 昆虫

利用 。

落葉広葉樹 、間

伐 下草刈 人 手 管

理 維持 、

、私 管理 怠 、

成長 早 、

樹液 出

常緑広葉樹 生 茂 、地

面 草 生育 、

昆虫 。地

に った は の が く もったやわらかい にしみこみ の に く まれる をとか

して へ れ んでいる に れ んだ の い は プランクトンを やし や

プランクトンの に また の にたくさん えている の となって の くの きもの

の を えている また の は の に えられ の み としても されてい

る で の は れていくうちに にある を り く かくし の にまで える

がある この は に もるが にも ばれ きな を っている この には か

ら ばれる を して したプランクトンを べる さな きものがたくさん みつき さらに

その きものを などの の きものや や が べ として するという のつながりをもっ

た な となっている また から ばれる は のみならず くの を て が

でき この のまわりに さな きものや くの が まってくる これが のつな

がりであるが の について しく する

は の といわれるように は や での に きな を たしている

の にあるクヌギやブナなどの は を の に きく っており その から の の

を し を っている は に するため､ の は るくなり いろいろ

な が え った は

を い に えられ

る には ち が に

も なり その に する

によって され

となり を やしてい

る に れ た は

の に される は

やカブトムシなどの に

されている

これらの は

や りなど の で

することによって され

もし たちが を れば

クヌギやブナより が く

の ないシラカシのよう

な が い り

に が しなくなって

もやってこなくなる
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面 草 無 、土砂 川 海 流 込 濁 発生 、落 葉 少 、落 葉 含

栄養分 川 海 流 込 。

川 、森 栄養塩 他、農地 畜舎、 下水処理場 場所 栄養塩 流 込

。 栄養塩 植物 水草 利用 、 動物 、水生昆虫、魚類 食 、

鳥 食

、汚 水

。魚 中

、海 成長 産卵

川 戻 、

、産卵後 死骸 分

解 栄養塩 戻 、

動物 捕食 、森 栄養

物質 循環 。

堰 、 上流

側 栄養塩 植物

消費 下流 届

、魚 遡上 、

干潟 浅場 維持 必要 土砂

供給 少 、健全

物質循環 切断

。川 浄化能力 超 栄

養塩 川 流 込 、川

処理 海 出 行 、 流 出 生活排水 、過剰 栄養塩 発生

源 。

里 、多 人 生活 、生活 産業用 必要 水 川 地下 汲 上 利用

。汲 上 水 、飲料用 工業用 利用目的 合 処理 、各家庭、工場 送

。

家庭 使 水 、生活排水 川 戻 。生活排水 、 尿 日常生活 排出

台所、洗濯、 風呂 生活雑排水 。生活排水 汚 割合 、台所排水 約 ％ 一番

多 、次 排水、風呂排水、洗濯排水、 他 順 。里 出 生活排水 、下水処

理場等 処理 川 海 排出 。 下水処理水 、海 富栄養化 成分 多 含

適正 処理 放流 。 他 、工場 使 水 、各工

に が くなると が や に れ み りが し ち が なくなると ち に まれる

が や に れ まなくなってしまう

には からの の や まちの などさまざまな から が れ

む その を プランクトンや が し それを プランクトン が べ

さらに などが べることによ

り れた をきれいにするこ

とになる の にはサケやマ

スなど で して のた

めに に るものがいるが そ

れらは に となり

され に り クマなど

の に され の と

なり が する

ダムや があると その

で が プランクトン

により され に かなく

なり が できなくなる

や の に な

の が なくなるなど

な が されることが

ある の を える

が に れ むと では

できずにそのまま へ て くこととなるので まちから れ る は な の

となっている

では くの が しており や として な を や から み げて してい

る み げられた は や など に わせて され などに られ

ている

で われた は となり に っていく とは し と から される

お などの のことである の れの は が と

く にトイレ その の となっている から る は

で されたのち や へ される この には を する を く んで

いることから な をしたのち されなければならない その にも で われた も

＜川 物質循環＞

＜里 物質循環＞

における

における

40
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場 排水処理設備 適正 処理

、工場排水 放流 。

、里 使 生活排水 、

工場排水 、少 海 汚 物 海

出 、適切 処理 行

。

森 川 下 栄養塩 、海 流

込 、海 中 、 栄養塩 利用

植物 海藻 育 。

動物 小型 魚類、

貝類 餌 、 大型 魚類 利

用 。魚類 貝類 鳥 人

間 利用 、海 陸 一体 食

物連鎖 。詳 、

次 ー 海 食物連鎖（食物網） 参照願 。

海 、砂浜 磯場 地形的 特徴的 場所 、 生 生息 、 、

干潟 藻場 浅場 生物

特 豊富 、水質浄化能力 高

場所 。

近年 、開発

浅場 多 埋 立 、護

岸 多 生物 生息 直

立護岸 、直立護岸 、

生物 水質 浄化能力 小

、人 海 困難

環境 。

陸上、水中 、生物 生物 食 、食 関係 。

食物連鎖（食物網） 、海 中 海水中 栄養塩類 植物 海藻（生産

者） 利用 、 食 動物 （一次消費者）、動物 食 小魚（二次

消費者）、小魚 食 大型魚、鳥、 （三次消費者） 生態系 食物連鎖（食物網）

。 、 生物 死 糞 分解 （分解者） 、

にある で に され

たのち として されている

このように で われた や

は しでも へ れた を

に さないように な が われ

ている

や を ってきた は に

れ み の では この を

して プランクトンや が つ こ

れらは プランクトンや の

の となり さらに の に

されていく や などは や

に され と が となった

ができあがっている しくは

ペ ジの の を いたい

には や など に な があり いろいろな きものが しており なかでも

や といった は が

に で の い

となっている

では によってこれら

の の くが め てられ

の くは が しにくい

となっており は

による の が さ

く が にふれあうことも

な となっている

にかかわらず はほかの を べたり べられたりする でつながっている こ

のつながりを といい の では の を プランクトンや

に され それを べる プランクトン プランクトンを べる

を べる スナメリ といったように は

でつながっている また これらの の がいや を するバクテリア もいて バクテリ

＜海 物質循環＞

＜海 食物連鎖（食物網）＞

における

の



海 食物連鎖（食物網） 図における の

28

アによって された がいや は となり される

この において の は のおよそ のえさを べなければならないと

いわれている を えると たとえば のスナメリが きていくためには のイワシが

のイワシが きていくためには の プランクトンが の プランクトンが きていくために

は の プランクトンが となる バランスのとれた では べられるものの が べるも

のの よりいつも ほど くなり きれいなピラミッドの になる もしどこかが に えたり っ

たりすると このピラミッドの がくずれてひずみが じ だけでなく の のバランス

がくずれてしまうことになる

分解 死 糞 栄養塩 、再利用 。

食物連鎖（食物網） 、各段階 生物 体重 倍 食

。食物連鎖 考 、 体重 生 、

生 動物 、 動物 生

植物 必要 。 生態系 、食 数 食

数 倍 多 、 形 。 異常 増 減

、 形 生 、海 、地球全体 生態系

。

10

100 1

1 10 10

100

10

kg t

t t t

t
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次 世代 、豊 瀬戸内海 引 継 、現在 瀬戸内海 状況 理解 、里

海 豊 海 再生 必要 。里海 重要 考 方 、海域 物質循

環 健全 、生物 生産性 多様性 高 、自然 共生 地域 協働 仕

組 作 考 。

、瀬戸内海 環境学習 行 、里海 物質循環 、里海 生態系 、里海

人 作成 。各々 、① 、②

例、③ 関 個別 解説 構成 。

の に かな に き いでいくためには の の を したうえで

づくりによる かな へ していく がある づくりの な え は における

を にすること の と を めること との と における ができる

み りと えられている

このため で を うために と について と について

と とのふれあいについてのプログラムを した のプログラムは プログラムのねらい プ

ログラム プログラムに する の によって されている
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��

��

ププロロググララムムののねねららいい

ププロロググララムム

・陸地 降 雨 、地面 、清水 地表 現 、 川 海 流

、森 川 海 機能 役割 理解 。

・海 環境 損 一因 、陸域 人間 生活 伴 排出 富栄養化物質

理解 。

・陸域 海 、 流 出 知 、海 環境 改善

、自分 考 作 。

森・川・里・海 考 、森 川 海 自然度 調査 重要 活動 。

自然豊 森 川 海 、今 調

、自然生態系 森・川・里・海 考 。

＜森 自然観察＞

自然 豊 森 調 。

森 遠 見 、木 高 不揃 形 。

・ 、木々 年齢 異 古 森 自然度 高 。

木 種類 多 。

・木 種類 多 自然度 高 。杉林 人工的 作 林 自然度 低 。

木 枝 張 方 大 。

・ 木 狭 生 森 若 、古 森 大木 間 小 木 生

多 。

木 木 間 歩 。

・ 生 昔 森 自然度 高 。

㎡ 範囲 決 高 木 種類 本数、中 高 木 種類 本数、低 木 種類

本数、草 種類 調 。

・色々 森 林 調 自然度 高 、 調査結果 判定

。

・ ー ー 記入 調査結果 、 発表 話 合 。

各地 、自然観察 自然観察教育林 設 、 色々 資料 提供 受

、安全 観察 。

に った は にしみこみ となって に れ それが となって へ れていく

が や や がどのような と をもっているかを する

の が なわれている として での の に い される による

ことを する

から へどのようなものが どのようにして れ ているかを り の を するため

に ができることを えるきっかけ りとする

のつながりを えるために や や の を することも な である

もともと かな や や だったところが はどのようになっているかを べることによっ

て から のつながりを えることができる

を

の かな はどうなっているのかを べる

を くから て の さが いでデコボコした をしているか

デコボコしているということは の が なり くからある で は い

の は いか

の が いほど は い は に った なので は い

の の り は きいか

たくさんの が いところに えている は く くからある は の に さな が

えていることが い

と の は きやすいか

シダやランなどがたくさん えていると からの で は い

の を めて い の と くらいの さの の と い の

と の などを べてみよう

な や を べると が いところと そうでないところを から するこ

とができる

まとめ

ワ クシ トに した をまとめて みんなで し し う

に のために が けられており そこでは な の を け

ることができ に することができる

例例
【森・川・里・海 自然度調査】の

1）森 自然度調査の

�

�

�

�

�

�

100



自然豊 河川 都市部 整備 河川 護岸

自然豊 海岸 都市部 人工護岸

手入 届 里山 手入 里山

かな の された の

かな の

れのいき いた れしていない
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２）川 自然度調査の

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

できるだけ の が められる な や の でワ クシ トの の や

の を う

のチ ムで を いたり を したりして な を い ワ クシ

トに する

チ ムで の を す

を し い それぞれの について の などについて を する

グル プ に の でよいと ったことや すべきだと ったことについて をま

とめる

れば の やあるべき について で などにまとめ する

の と に を う のなぎさの の の ご

みの の れ などをチ ムごとにワ クシ トに する

チ ムで の を す

を し い それぞれの について の などについて を する

チ ム に の でよいと ったことや すべきだと ったことについて をまと

める

川 全体 眺 、安全 土手 橋 上 ー ー 記入 仕方 注意事

項 説明 行 。

数人 ー 、河原 歩 、水生生物 採集 必要 観察 行 、 ー ー

記入 。

ー 総合評価 点数 出 。

結果 発表 合 、 項目 評価 理由 意見 交換 。

ー 毎 、川 環境 思 、改善 思 意見

。

出来 、川 現状 姿 後日、教室 絵地図 発表 。

川 自然度調査 同様 、調査 行 海岸 様子、海岸 様子、生物 様子、漂着

状況、水 汚 具合 ー ー ー 記入 。

ー 総合評価 点数 出 。

結果 発表 合 、 項目 評価 理由 意見 交換 。

ー 毎 、海 環境 思 、改善 思 意見

。

３）海 自然度調査の
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「森・川・海 物質循環 人 関 」環境省作成 引用
森・川・里・海 物質循環図

における と との わり より
の

34

�� 森森・・川川・・里里・・海海 解解説説ののつつななががりりのの
【物質循環 重要性】の

森・川・里・海 一 欠 物質循環 、里山 間伐、下草

刈 、植樹 活動 、森 生態系 維持 、土砂 流出 抑 、豊 栄養

海 供給 。

健全 物質循環 築 、森 川 里 経 海 環境 、一体的 認識

沿岸地域 住民 流域 生活 全 住民 、下図 示 取 組 行

重要 。

森・川・里・海 健全 物質循環 目指 、市民 活動 次 。

）森

・里山 手入 （藪 里山、間伐 実施、下草刈 、新 植樹 管理、生

調査 里山 自然度 知 活動）

）川

・川岸 清掃活動、堤防 草刈 、水質 生物調査 川 変化 知 活動、身 回

排水 汚濁源 減 活動

）里

・家庭 使用 水 節約 （米 汁 庭水 利用）、食器 汚 拭 取 、

含 洗剤 利用、 捨 等 啓発活動

）海

・海 水質、生物調査 海 自然度 知 活動、漂着物調査 海岸清掃活動、漁業

体験活動 海 様子 知 活動

のどれか つが けても はとぎれてしまうので における

り などの は の を するだけではなく の を えたり かな

を に したりすることにもつながっていく

な を くためには から や を て にいたる を なものとして

し の だけでなく に する ての が に すような り みを っていく

ことが である

の な を した レベルの については のようなものがある

の れ になっている の り たな とその きも

の による の を る

の の り や による の を る の りからの

や を らす

で する を する のとぎ を で の れをあらかじめ き る

りんを まない の ごみのポイ てをしない の

の による の を る をとおした

による の を る

1

2

3

4



「森・川・海 物質循環 人 関 」環境省作成 引用
豊 里海 目指 活動 ー

瀬戸内海 主 環境修復事業 実施例

における と との わり より
かな づくりを す のイメ ジ

における な の

35

【瀬戸内海 環境修復 取 組 】における の り み

豊 瀬戸内海 瀬戸内海 目指 、健全 物質循環 必要 、 姿 戻

環境修復事業 行 。国土交通省中国地方整備局 、「瀬戸内海環境修復計画」

策定 、環境修復事業 進 。平成 年～ 年度 年間 約 干潟・ 場等 修

復 実施 。 場 別 場・ 場 約 整備 。瀬戸内海西

部 干潟、覆砂、養浜工事 、瀬戸内海東部 藻場 再生 多 進 。（瀬戸内海環境

情報 ー ）

詳 情報 、 掲載

。

かな な を すためには な が となるが あるべき へ す

ための が われている では を

し を めている の に の アマモ の

が されている アマモ とは にカジメ ガラモ が されている

で が では の が く められている

センタ より

しい は に されて

いる

17 21 5 157
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広島県海岸・干潟生物調査 （平成 年 月、広島県） 引用マニュアル より15 3
海 指標生物 分類例の の

36

��

��

ププロロググララムムののねねららいい

ププロロググララムム

・砂浜 干潟、磯、人工海岸 生物調査 行 、 生 知 。

・自然 海岸、人工 海岸 生 数 種類 変化 知 。

・生 種類 、海岸 自然度 海 環境 知 、人 海 関 方 学習 。

海 活動 、生物観察 一般的 、水質 汚 具合 、河川 同様 指標生物

指定 、海 調 生 発見状況 調 方法 。

例 、広島県 、水 汚 海域 、 、 、

多 、水 、 、 、 多 、

生物 指標生物 選 。 、各指標生物 点数 、見 生物 点数

合計 、 海域 、汚 状態 判定 。 、指標生物以外 見

生物 。

や などで を い どのような きものがいるかを る

の の で きもの や がどのように しているかを る

きもの から の や の を り と との わり を する

での においては が であるが の れ を と に を

し で べた きものの で べる がある

えば では が れている にはムラサキイガイ アオサ カキ タテジマフジツボ

が く がきれいなところには カメノテ オオヘビガイ マツバガイなどが いことから これ

らの を として んでいる そして に をつけて つかった の

を して その がきれいか れているかの を している また に つ

かった もリストアップすることにしている

例例
【生物調査 海 汚染度調査】による の



アサリ

アサリ

カ キ

カ キ

も れない

も れない

何 入

何 入
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【干潟 住 生物 海水 浄化実験】

＜実験 手順＞

に む による の

の

二枚貝 使 、海水 浄化 様子 知 方法 以下 示 。使用 生 、海水

中 懸濁物 餌 体 構造 、実験 使用 。

○ 透明 入 物 濁 水 作 。濁 濃 同 調整 。

時間 共 、濁 沈降 、撹拌等 対応 。

○ 入 物 実験 使 貝 入 。比較 、何 入

水槽 準備 。 分～ 分程度 結果 出 生 数 調整 。

○ 所定 時間 経過 、濁 違 観察 。

○実施 当 注意点

海水 濁 作 、米 汁 無害 使用 。何

泥水 作 濁 水 部分 使 、濁 分 早 沈降 撹拌

注意 必要 。 、水 透明 必要 貝 個数 時間 実

験 確 。

実験 使 二枚貝 、 、 、 、 活動 干潟 地域 見

、手 入 、身近 貝 使 。

を って を する を るための を に す する きものは

の をこして をとる の をしているものであれば に することができる

ステップ な れ に った を る りの さが じになるように する

と に りが しないように で する

ステップ れ にアサリやカキなど に う を れる するために も れない

も する で が るように きものの を する

ステップ の が したのち りの いを する

に たっての

の りを るのは のとぎ やカオリンなどの なものを する もなければ

を って っている の を ってもよいが り が く してしまうので す

るなど が である あらかじめ が になるために な の や などを

し かめておく

に う は アサリ カキ シジミ ハマグリなど する や でよく ら

れ に れやすい な を う

１

２

３

．

２．

30 60

1
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�� 生生 環環境境 解解説説ききももののとと ののかかかかわわりりのの
浜辺 生 観察 、海 親 第 歩 。海 生物 観察 場所

、砂浜、干潟、磯場、人工護岸 、目的 応 使 分 。

、一見何 思 、砂 表面 良 見

砂 盛 上 、何 這 跡

、砂 掘 生 見 。

、海藻 珍 生 打 上

、貝殻拾 。 、砂浜 色々 海浜

植物 生 所 、海 陸 生物調査 同時 、

最 安全 行 場所 。

、引 潮時 海面 姿 現 泥 成分 多 含

遠浅 海岸 、河口近 干潟 、川 栄養分 利用

生物 住 。 、貝、 、海藻、魚

鳥 多 集 、一度

種類 観察 場所 。 、干潟 、

潮 満 引 観察 、生物以外 環境学習

。

、海藻、貝類、 、 、 、魚

生物 観察 場所 、特 引 潮時 出現 潮

（ ー ） 、比較的容易 生物 観察

。

、都市部 海岸 見 垂直 切 立 岸

壁 消波 積 上 場所 、港湾管理者

立 入 出来 場所 、安全 配慮 観

察 行 必要 。人工護岸 、色々 生 住

、自然 海岸 様 違 知 良 機会

。

、 場所 、共通 見 生物 場所 見 生物 比

較 。 効果的 学習 行 、水族館 水産試験場 専門 方 同行

生物 名前 特徴等 聞 。海 生 中 、毒 持

、生 観察 行 当 事前 説明 必要 。

で きものを することは と しくなるための となる の を する

としては などがあり に じて い けることができる

では もいないように えても の を く

ると の り がりがあったり かが ったような がつい

ていたり を ると きものを つけることができたりする

また やヒトデなどの しい きものが ち げられてい

たり いなどもできたりする また は な

なども えている でもあり と の が に

も に える である

とは き に から を す の が く まれ

る の で くの では からの を

する がたくさん んでいる ゴカイ カニ

などのほかに が く まることがあるので にたくさん

の を することができる である また では

の ち きを することができ の がで

きる

では ウミウシ タコ エビ などたくさ

んの が できる で に き に する だま

り タイドプ ルともいう では に の を

することができる

は の でよく かける に り った

や ブロックが み げられた で により

ち りが ないような もあるので に した

を う がある にも な きものが んで

いるので の とどの な いがあるかを る い

となる

このように それぞれの で に られる やそれぞれの でしか られない を

することができる より な を うために や などの の に し

てもらうと の や を くことができる の きものの には を っているものが

いるので きもの を うに たって の が となる

１

砂浜

干潟

磯場

人工護岸



出典：瀬戸内海 瀬戸内海環境保全協会編集とわたしたち

海 地形 違 生物 生息区分（例）の の いによる の

40

海 生物観察 、潮 満 引 十分 把握 実施 必要 、場合 危険

場合 、観察 時 潮位 変化 十分調 必要 。 、観察 場所

、足 滑 所 足 動 所 、十分 下見 行 必要

。

、観察 場所 、漁業（干潟 養殖、磯場 、 種苗育成 ）

保護 海域 場合 、下見 確認 必要 。場合

事前 許可 必要 。

海 地形 生 生物 違 、次 図 区分 。

の では の ち きを に し することが であり によっては

な もあるので をする の の を べておく がある また する に

よっては が りやすい やぬかるんで が かなくなる もあるので な を う が

ある

また する が でのアサリの でのサザエ アワビの など

のため されている である があるので をして しておく がある によっ

ては に が となることもある

の ごとに きている の いは の のように することができる


